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○ 保 険 業 法 施 行 規 則 （ 平 成 八 年 大 蔵 省 令 第 五 号 ） 
次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改

正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 （ 連 続 す る 他 の 規 定 と 記 号 に よ り 一 括 し て 掲 げ る 規 定 に あ っ て は 、 そ の 標 記 部 分 に 係 る 記 載 ） に 二 重 傍 線 を 付 し た 規 定

（ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 そ の 標 記 部 分 が 異 な る も の は 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 と し て 移 動 し 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対

象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 削 り 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 前 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も

の は 、 こ れ を 加 え る 。 

改  正  後 改  正  前 

別紙様式第１号（第 17条の７関係）          

（日本産業規格Ａ４） 

会 計 監 査 報 告 書 

年  月  日 

保険株式会社 

       御中 

事務所名 

公認会計士 氏  名       印 

            （自  署） 

（記載上の注意） 

１ ［略］ 

２ 計算関係書類が当該株式会社の財産及び損益の状況を全ての重要な点に

おいて適正に表示しているかどうかについての意見があるときは、その意見

（当該意見が次の⑴から⑶までに掲げる意見である場合にあっては、それぞ

れ当該⑴から⑶までに定める事項）を記載すること。 

⑴ 無限定適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が一般に公正妥当と認められる企業

会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産及び損益の状

況を全ての重要な点において適正に表示していると認められる旨 

⑵ 除外事項を付した限定付適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が除外事項を除き一般に公正妥当と認

められる企業会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産

及び損益の状況を全ての重要な点において適正に表示していると認めら

別紙様式第１号（第 17条の７関係）          

（日本産業規格Ａ４） 

会 計 監 査 報 告 書 

年  月  日 

保険株式会社 

       御中 

事務所名 

公認会計士 氏  名       印 

            （自  署） 

（記載上の注意） 

１ ［同左］ 

２ 計算関係書類が当該株式会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点

において適正に表示しているかどうかについての意見があるときは、その意

見（当該意見が次の⑴から⑶までに掲げる意見である場合にあっては、それ

ぞれ当該⑴から⑶までに定める事項）を記載すること。 

⑴ 無限定適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が一般に公正妥当と認められる企業会

計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産及び損益の状況

をすべての重要な点において適正に表示していると認められる旨 

⑵ 除外事項を付した限定付適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が除外事項を除き一般に公正妥当と認

められる企業会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産

及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示していると認めら
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れる旨、除外事項並びに除外事項を付した限定付適正意見とした理由 

⑶ ［略］ 

３ ［略］ 

４ 継続企業の前提に関する注記に係る事項を記載すること。 

５ 次に掲げる事項その他の事項のうち、会計監査人の判断に関して説明を付

す必要がある事項又は計算関係書類の内容のうち強調する必要がある事項を

記載すること。 

［削る。］ 

⑴～⑶ ［略］ 

 

れる旨並びに除外事項 

⑶ ［同左］ 

３ ［同左］ 

［加える。］ 

４ ［同左］ 

 

 

⑴ 継続企業の前提に関する注記に係る事項 

⑵～⑷ ［同左］ 

別紙様式第１号（第 27条の２関係）          

（日本産業規格Ａ４） 

会 計 監 査 報 告 書 

年  月  日 

保険相互会社 

       御中 

事務所名 

公認会計士 氏  名       印 

            （自  署） 

（記載上の注意） 

１ ［略］ 

２ 計算関係書類が当該相互会社の財産及び損益の状況を全ての重要な点に

おいて適正に表示しているかどうかについての意見があるときは、その意見

（当該意見が次の⑴から⑶までに掲げる意見である場合にあっては、それぞ

れ当該⑴から⑶までに定める事項）を記載すること。 

⑴ 無限定適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が一般に公正妥当と認められる企業

会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産及び損益の状

況を全ての重要な点において適正に表示していると認められる旨 

⑵ 除外事項を付した限定付適正意見 

別紙様式第１号（第 27条の２関係）          

（日本産業規格Ａ４） 

会 計 監 査 報 告 書 

年  月  日 

保険相互会社 

       御中 

事務所名 

公認会計士 氏  名       印 

            （自  署） 

（記載上の注意） 

１ ［同左］ 

２ 計算関係書類が相互株式会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点

において適正に表示しているかどうかについての意見があるときは、その意

見（当該意見が次の⑴から⑶までに掲げる意見である場合にあっては、それ

ぞれ当該⑴から⑶までに定める事項）を記載すること。 

⑴ 無限定適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が一般に公正妥当と認められる企業

会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産及び損益の状

況をすべての重要な点において適正に表示していると認められる旨 

⑵ 除外事項を付した限定付適正意見 
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監査の対象となった計算関係書類が除外事項を除き一般に公正妥当と認

められる企業会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産

及び損益の状況を全ての重要な点において適正に表示していると認められ

る旨、除外事項並びに除外事項を付した限定付適正意見とした理由 

⑶ ［略］ 

３ ［略］ 

４ 継続企業の前提に関する注記に係る事項を記載すること。 

５ 次に掲げる事項その他の事項のうち、会計監査人の判断に関して説明を付

す必要がある事項又は計算関係書類の内容のうち強調する必要がある事項を

記載すること。 

［削る。］ 

⑴～⑶ ［略］ 

 

監査の対象となった計算関係書類が除外事項を除き一般に公正妥当と認

められる企業会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産

及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示していると認めら

れる旨並びに除外事項 

⑶ ［同左］ 

３ ［同左］ 

［加える。］ 

４ ［同左］ 

 

 

⑴ 継続企業の前提に関する注記に係る事項 

⑵～⑷ ［同左］ 

 

別紙様式第１号の５（第 17条の７関係） 

（日本産業規格Ａ４） 

会 計 監 査 報 告 書 

年  月  日  

少額短期保険株式会社 

御中 

事務所名 

  公認会計士 氏  名       印  

（自   署） 

（記載上の注意） 

１ ［略］ 

２ 計算関係書類が当該株式会社の財産及び損益の状況を全ての重要な点に

おいて適正に表示しているかどうかについての意見があるときは、その意見

（当該意見が次の⑴から⑶までに掲げる意見である場合にあっては、それぞ

れ当該⑴から⑶までに定める事項）を記載すること。 

⑴ 無限定適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が一般に公正妥当と認められる企業

別紙様式第１号の５（第 17条の７関係） 

（日本産業規格Ａ４） 

会 計 監 査 報 告 書 

年  月  日  

少額短期保険株式会社 

御中 

事務所名 

  公認会計士 氏  名       印  

（自   署） 

（記載上の注意） 

１ ［同左］ 

２ 計算関係書類が当該株式会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点

において適正に表示しているかどうかについての意見があるときは、その意

見（当該意見が次の⑴から⑶までに掲げる意見である場合にあっては、それ

ぞれ当該⑴から⑶までに定める事項）を記載すること。 

⑴ 無限定適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が一般に公正妥当と認められる企業
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会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産及び損益の状

況を全ての重要な点において適正に表示していると認められる旨 

⑵ 除外事項を付した限定付適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が除外事項を除き一般に公正妥当と

認められる企業会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財

産及び損益の状況を全ての重要な点において適正に表示していると認め

られる旨、除外事項並びに除外事項を付した限定付適正意見とした理由 

⑶ ［略］ 

３ ［略］ 

４ 継続企業の前提に関する注記に係る事項を記載すること。 

５ 次に掲げる事項その他の事項のうち、会計監査人の判断に関して説明を付

す必要がある事項又は計算関係書類の内容のうち強調する必要がある事項

を記載すること。 

［削る。］ 

⑴～⑶ ［略］ 

 

会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産及び損益の状

況をすべての重要な点において適正に表示していると認められる旨 

⑵ 除外事項を付した限定付適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が除外事項を除き一般に公正妥当と

認められる企業会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財

産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示していると認

められる旨並びに除外事項 

⑶ ［同左］ 

３ ［同左］ 

［加える。］ 

４ ［同左］ 

 

 

⑴ 継続企業の前提に関する注記に係る事項 

⑵～⑷ ［同左］ 

別紙様式第１号の５（第 27条の２関係） 

（日本産業規格Ａ４） 

会 計 監 査 報 告 書 

年  月  日  

少額短期保険相互会社 

御中 

事務所名 

  公認会計士 氏  名       印  

（自   署） 

（記載上の注意） 

１ ［略］ 

２ 計算関係書類が当該相互会社の財産及び損益の状況を全ての重要な点に

おいて適正に表示しているかどうかについての意見があるときは、その意見

（当該意見が次の⑴から⑶までに掲げる意見である場合にあっては、それぞ

別紙様式第１号の５（第 27条の２関係） 

（日本産業規格Ａ４） 

会 計 監 査 報 告 書 

年  月  日  

少額短期保険相互会社 

御中 

事務所名 

  公認会計士 氏  名       印  

（自   署） 

（記載上の注意） 

１ ［同左］ 

２ 計算関係書類が当該相互会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点 

において適正に表示しているかどうかについての意見があるときは、その意

見（当該意見が次の⑴から⑶までに掲げる意見である場合にあっては、それ
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れ当該⑴から⑶までに定める事項）を記載すること。 

⑴ 無限定適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が一般に公正妥当と認められる企業

会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産及び損益の状

況を全ての重要な点において適正に表示していると認められる旨 

⑵ 除外事項を付した限定付適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が除外事項を除き一般に公正妥当と

認められる企業会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財

産及び損益の状況を全ての重要な点において適正に表示していると認め

られる旨、除外事項並びに除外事項を付した限定付適正意見とした理由 

⑶ ［略］ 

３ ［略］ 

４ 継続企業の前提に関する注記に係る事項を記載すること。 

５ 次に掲げる事項その他の事項のうち、会計監査人の判断に関して説明を付

す必要がある事項又は計算関係書類の内容のうち強調する必要がある事項

を記載すること。 

［削る。］ 

⑴～⑶ ［略］ 

ぞれ当該⑴から⑶までに定める事項）を記載すること。 

⑴ 無限定適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が一般に公正妥当と認められる企業

会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財産及び損益の状

況をすべての重要な点において適正に表示していると認められる旨 

⑵ 除外事項を付した限定付適正意見 

監査の対象となった計算関係書類が除外事項を除き一般に公正妥当と

認められる企業会計の慣行に準拠して、当該計算関係書類に係る期間の財

産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示していると認

められる旨並びに除外事項 

⑶ ［同左］ 

３ ［同左］ 

［加える。］ 

４ ［同左］ 

 

 

⑴ 継続企業の前提に関する注記に係る事項 

⑵～⑷ ［同左］ 

備 考 表 中 の ［ ］ の 記 載 は 注 記 で あ る 。 


